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  １．組織の概要
（１）名称及び代表者名

　株式会社 いづみの
　代表取締役　伊藤 英樹

（２）所在地

（３）
  環境管理責任者 事業本部長　大貫 雄士郎
　担　当 EA21事務局（業務部内） TEL： 046-286-2108

E-Mail： office@idumino.com

（４）
　一般・産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物収集運搬業
　総合解体業、造成土木工事業、フロン回収業

（５）事業の規模 ※第二工場は2023年8月30日設置

（６）情報公表項目
① 法人設立年月日　　平成元年９月
② 資　本　金　　　　１，０００万円
③ 組　織　図  

３，４３５㎡

売上高

従業員数

　　　　２０２２年度　（2022年9月～2023年8月）

事業活動内容

第一工場床面積

１，８４６百万円

４１名

７，３４５㎡

環境理責任者氏名及び担当者連絡先

　 本　社 　  神奈川県愛甲郡愛川町中津6930番地1

第二工場敷地面積

７件

１，２６２㎡

本社・第一工場敷地面積

解体工事件数

一般廃棄物中間処理施設

６，８６１㎡

６９２㎡

第二工場床面積
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④ 許可の内容

  (産業廃棄物処分業、産業廃棄物収集運搬業）
別紙１参照

 （一般建設業）
　 〇 土木工事業、解体工事業、とび・土木工事業　　

  【許可番号】神奈川県知事 （般-2）第70017号   
　【許可の有効期限】令和２年７月22日から令和7年7月21日まで

 （第一種フロン類充填回収業）
  【登録番号】神（央セ）第1-119号　　
　【登録年月日】令和4年7月6日
　【有効期間満了年月日】令和9年7月5日

⑤ 収集運搬車両・重機

台数 台数 台数
2台 1台 7台
3台 1台 3台
2台 1台 14台
15台 2台 1台
1台 2台
3台

1台

⑥ 容器
1.5m3コンテナ、3m3コンテナ、4m3コンテナ、6m3コンテナ、8m3コンテナ、25m3コンテナ

⑦ 第一工場（中間処理）の処理能力
　【設置場所】神奈川県愛甲郡愛川町６９３０番地1　（7,345.13㎡）

ア．破砕施設Ａ
　　　 ４．１ｔ/日（8時間）　混合物の場合
　　　 ３．９ｔ/日（8時間）　廃プラスチック類単独の場合
　 　　３．５ｔ/日（8時間）　木くず単独の場合
　　 　４．８ｔ/日（8時間）　がれき類単独の場合
　　破砕施設Ｂ
　　 　６２．９ｔ/日     （17時間）　紙くず単独の場合
　　 　４３．３５ｔ/日   （17時間）　繊維くず単独の場合
　　　 ７２．４６３ｔ/日 （17時間）  ゴムくず単独の場合
　　　 ２１６．３３ｔ/日 （17時間）　金属くず単独の場合
 　　　１９６．５６ｔ/日 （17時間）　ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず単独の場合
　 　　６８．８５ｔ/日   （17時間）　動植物性残さ単独の場合
　　 　７８．６２５ｔ/日 （17時間）  混合廃棄物の場合

4tチューリップ

中間処分施設
2tアームロール 大型トラクター フォークリフト
4tアームロール
10tアームロール

マルチハンドラー2tダンプ
4tパッカー

収集運搬車両収集運搬車両

ホイルローダ
バックホウ

4tユニック
バン

コンテナフルトレーラー

バンセミトレーラー
ダンプセミトレーラー

環境管理責任者
（ＥＡ２１事務局）

代表者

１．取り組みの対象組織・活動の明確化　(要求事項１)
２. 代表者による経営における課題とチャンスの明確化（要求事項２）
３．環境方針の作成、全従業員に周知　(要求事項３)
４．実施体制の構築、環境管理責任者の任命（要求事項７）
５．代表者による全体の評価と見直し（要求事項１４）
６．環境活動レポートの承認　他

全従業員

役 割

１．環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価(要求事項４：事務局担当)
２．環境関連法規の取りまとめ（要求事項５：事務局担当）
３．環境目標及び環境活動計画の策定（要求事項６）
４．環境コミュニケーションの実施（要求事項９）
５．取組状況の確認及び問題の是正及び予防（要求事項１３）
６．環境関連文書及び記録の作成・管理（要求事項１２：事務局担当）
７．環境活動レポートの作成・公表（事務局担当）、確認（環責）　他

　　　　　　　　　　　　　責任および権限

１．環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚し、積極的に参加
２．部門責任者の指示に基づいて環境管理活動に取り組む　他

部門責任者
１．教育・訓練の実施（要求事項８）
２．実施及び運営（要求事項１０）
３．環境上の緊急事態への準備及び対応（要求事項１１）　他

2



イ．圧縮施設
　　　廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ（乾燥物に限る）、
　　　ゴムくず、金属くず
　　　４２９ｔ/日（24時間）

ウ．選別施設
　　　燃え殻（混合物に限る）、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、
　　　動植物性残さ（乾燥物に限る）、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず・
　　　陶磁器くず、鉱さい（混合物に限る）、がれき類、ばいじん（混合物に限る）
　　　２，４９９ｔ/日（24時間）

エ．選別施設
　　　燃え殻（混合物に限る）、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、
　　　動植物性残さ（乾燥物に限る）、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず・
　　　陶磁器くず、鉱さい（混合物に限る）、がれき類、ばいじん（混合物に限る）
　　　５，４２４t/日（24時間）

⑧ 第二工場（中間処理）の処理能力
　【設置場所】　神奈川県愛甲郡愛川町中津6912番地1　（6,861.48㎡）

ア．混錬施設
　　　汚泥　２，４００㎥/日（24時間）

⑨ 積替保管の所在地、面積、保管上限
　【設置場所】神奈川県愛甲郡愛川町中津6930番地1
　【面　積】　　7345.13㎡

ア　燃え殻　最大保管量　25㎥（コンテナ１台）　面積15.3㎡
イ　廃油　　最大保管量600ﾘｯﾄﾙ（ドラム缶３本）　面積1.6㎡
ウ　廃酸　　最大保管量600ﾘｯﾄﾙ（ケミカルドラム缶３本）　面積1.6㎡
エ　廃アルカリ　最大保管量600ﾘｯﾄﾙ（ドラム缶３本）　面積1.6㎡
オ　鉱さい　最大保管量25㎥（コンテナ１台）　面積15.35㎡
カ　廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物に限る）
　　　最大保管量25㎥（コンテナ１台）　面積15.3㎡
キ　ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物に限る）
　　　最大保管量25㎥（コンテナ１台）　面積15.3㎡
ク　がれき類（石綿含有産業廃棄物に限る）　
　　　最大保管量25㎥（コンテナ１台）　面積15.3㎡

⑩ 処理工程図
　別紙２参照

⑪ 収集運搬・廃棄物処理実績
　別紙３参照

⑫ 一般廃棄物処理業

 　【設置場所】神奈川県愛甲郡愛川町中津6907番地7　

　ア．中間処理施設の種類
　　　　愛川町プラスチック製容器包装中間処理　　
　イ．処理する廃棄物の種類
　　　　廃プラスチック類
　ウ．処理能力（規模）
　　　　敷地面積　６９２㎡
　エ．処理方法
　　　　選別、圧縮
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　オ．処理工程図

   ２．対象範囲
（１） 認証・登録対象範囲

・本社・第一工場 神奈川県愛甲郡愛川町中津6930番地1
・第二工場 神奈川県愛甲郡愛川町中津6912番地1
・一般廃棄物中間処理工場 神奈川県愛甲郡愛川町中津6907番地7

(２） 認証・登録対象活動
　一般・産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物収集運搬業
　総合解体業、造成土木工事業、フロン回収業

搬入の計量
搬入保管場所

への荷下ろし

処理施設

へ投入

破袋除袋機

による処理
プラ不適合物

選別

手選別コンベア

での選別

圧縮梱包機

での梱包
ベール品

完成

磁選機

での選別
積み込み

計量・出荷
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３．環境経営方針 

環境経営方針 

 

１． 基本理念 

    当社は、事業活動と地球環境の調和を目指し、限りある地球資源の有効活用のために 

循環型社会を構成し実現するため環境保全を永続的に配慮する活動を行います。 

 

２．環境方針 

当社は事業活動において不用とされるものを活用し、地球にやさしくすることに重要な役割を担う 

企業であると考え、リサイクルを主体とした事業活動に取り組み、循環型社会の実現を目指します。 

当社は、豊かな地球環境を未来へ残す為に、当社の基本理念を基に、以下の活動を推進する。 

 

(1) 関連企業と共に歩む 

関連企業と協力し、環境に対する意識を高揚し、住みよい環境作りを目指します。 

(2) 資源の有効利用と廃棄物の削減 

当社事業活動において、限りある資源を再利用できるように回収処理します。 

また、活動に伴うエネルギーや水の使用量及び部材の消費を極力抑えます。 

     解体工事についても、環境に配慮した工事を推進します。 

     (3) 継続的改善と汚染の予防 

         環境マネジメントシステムの継続的改善を図り、活動に伴う汚染の予防に取り組みます。 

(4) 法律及び協定の遵守 

環境関連の法規制及び、当社が同意したその他の要求事項を確実に遵守します。 

(5) 環境方針の推進 

この環境方針を推進するために、省エネ、使用済製品の再利用を中心課題にすえて、環境目的・目標

を設定すると共に、その達成度を定期的に監視し見直します。 

     また、グリーン購入を推進します。 

(6) 意識の向上 

この環境方針を全従業員及び協力会社が理解し、行動できるように教育活動を実施します。 

(7) 方針の公開 

この環境方針は、社内掲示するとともに、一般の方からの要求に応じ提供いたします。 

 

 

制定日 ２０１７年８月１日 

株式会社 い づ み の 

代表取締役 伊藤英樹 



４．環境経営目標及び実施状況

2022年度（2022年9月～2023年8月）

№ 基準値
CO2排出

換算係数
取組内容

実績評価
項目 実績

取組への
進捗評価

電力使用量 0.52 ％削減

250,314 0.455

＜kWh＞

化石燃料

消費量 0.24～0.89 ％削減

灯油　<L>

1,243 2.49

プロパン<Kg>

291 3.00

ガソリン <L>

7,567 2.32

軽油　<L>

317,330 2.58

化石燃料合計

＜kｇ-ＣＯ2＞

840,235

CO2排出量

954,128

＜kｇ-ＣＯ2＞

5.4

＜m3＞

リサイクル率

60.0

＜％＞

水道使用量 1.72 ％削減

407

＜ｍ3＞

0

件/年

0

件/年

＊ 2022年度の二酸化炭素総排出量は902,183㎏-CO2です。

産業
廃棄物
排出量
ｍ3

水道
使用量
ｍ3

事故
件数

クレー
ム

件数

CO２
排出量

㎏

902,183
○

○

一般
廃棄物
排出量
ｍ3

5.0
○

○

軽油
L

303,396
○

○

807,795
○

CO２
排出量

㎏
○

○

プロパン
㎏

39
○

○

ガソリン
L

8,267
×

△

灯油
L

2,305
〇

電力
ｋｗｈ

207,445
○

○

化石
燃料

①未使用場所の照明、機器OFF
②工場選別ライン稼働時間の管理・調整
③エアコンの温度調整、定期的清掃
④扇風機の活用、服装の工夫

1,240

290

ガソリン <L>

7,500

①トイレの使用時の大小使い分け
②蛇口をこまめにキチンと閉める
③漏水のチェック

＜kｇ-ＣＯ2＞

CO2排出量

249,000

＜kWh以下＞

目標値

1
二酸化炭素
排出量の

削減

 1)電力使用量
    の削減

 2）化石燃料
    消費量の
    削減

　基準値の

灯油　<L>

　基準値の

計

廃棄物排出
量の削減

 1)一般廃棄物
    排出量の
    削減

 2)産業廃棄物
 リサイクル率
   の向上

＜kｇ-ＣＯ2以下＞

プロパン<Kg>

316,000

軽油　<L>

①ラインの作業速度と投入間隔の検証
②ラインへの投入物の大きさと量の調整
③設備増設、改良等で中間処理能力向上が見
込ま
　れる場合前向きに検討
④人員配置の検証
⑤排出物に合わせた適正な受入先の選定
⑥排出物の品質保持
⑦施設担当者への継続的教育指導
⑧重機の資格取得（能力向上）

リサイクル率の

向上

61.0

＜m3以下＞

クレーム

＜ｍ3以下＞

6 事故発生件数ゼロ

①エコドライブの励行
②定期的車両点検整備
③上司による車両状況の把握
④省エネ型車両・重機への切り替え推進
⑤車両、重機の負担を軽減する運転・操作
  の励行
⑥夏場の湯沸かし器使用制限

（注）プロパン
　　　「１m3＝2.07kg」として換算

化石燃料合計

836,638

①缶、ペットボトルの分別
②コピー用紙、ダンボールの分別
③電子化できる書類は可能な限り行い紙使
　用を減らす

949,933

3 水使用量の削減

0

件/年

クレーム

2

　基準値の

400

＜％＞

5.4

0

件/年

7
解体工事関連の
クレーム発生防止

68.6
〇

8件
×

①解体前の近隣住民への説明を徹底
②解体作業時間帯の厳守
③粉塵等飛散防止措置の実施
④車両駐車場所の確認
⑤ﾃﾞｰﾀ管理・整理の徹底
⑥外注先との情報共有、現場周囲の確認
⑦危険が予見される場合の作業方法検討

事故 事故

①事故事例・ﾋﾔﾘﾊｯﾄを振り返り危険を認知
②責任者がドライバーの健康状態把握
③日常点検の適切な実施
④現場への出入、作業前、出発時の周囲確認
⑤バックは極力行わない
⑥決められたルールの遵守、危険個所への
　看板掲示、工場内の事故リスクの指導

△

1件
×

△

○

344
○

○

  6



2022年9月～2023年8月 作成日：2023年9月25日

結果・評価 次年度の内容

①不要照明・機器・設備OFFの
　徹底

・未使用場所の照明、機器off
・工場選別ﾗｲﾝ稼働時間の管理・調整

・未使用場所のoffは徹底できた。
・的確な選別ラインの稼働ができた。

取組の成果は予想以上に出ており、次年度
も同じ内容で徹底する。

② 空調管理の徹底
・エアコンの温度調整、定期的清掃
・扇風機の活用、服装の工夫

・ｽﾎﾟｯﾄｸｰﾗｰやﾐｽﾄのﾒﾝﾃﾅﾝｽ、冷却性の
　高い制服を採用した。

空調設備の継続的ﾒﾝﾃﾅﾝｽによる能力の低下
防止、未使用場所でのOFFを徹底する。

①エコドライブの実施
・エコドライブの励行
・定期的車両点検整備

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを徹底した。
・運転日報、3ヶ月点検等で整備状況を把握
　し、車両ﾄﾗﾌﾞﾙ防止に努めた。
・使用増加の営業車も、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞに努めた。

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの指導を継続的に徹底する。
責任者が運転日報、ﾋﾔﾘﾝｸﾞ、抜打ち点検、
整備会社の報告書で車両状況を把握する。

②省エネ型車両・重機の導入
・省ｴﾈ型車両・重機への切り替え推進
・車両、重機の負担を軽減する運転・操作
　の励行

・車両・重機の切り替えは今年度も
　実施した。
・運転、操作は丁寧に行っている。

省ｴﾈ型車両・重機は今後も導入する。担当
車両・重機の丁寧な運転・オペ操作及び定
期点検を適正に行う。

③湯沸かし器の使用制限 ・夏場の湯沸かし器使用制限
・仮事務所使用中はｶﾞｽ使用はなく、そ
　れ以外は適正使用を意識的に行えた。

気温に合わせ、柔軟に節約を図る。

一般廃棄物排出量
（事務所ｺﾞﾐ）の削減

①分別管理の徹底
・缶、ペットボトルの分別
・コピー用紙、ダンボールの分別

・分別は適切に行っている。
・機密書類はシュレッターを徹底した。

継続実施する。書類で電子ﾃﾞｰﾀ化できる
ものは可能な限り行い、紙使用を減らす。

①ラインの効率的利用による
　選別の強化

・作業速度と投入間隔の定期的検証
・投入物の大きさと量の調整

・作業員の習熟度も上がり、産廃ｺﾞﾐの
　量に合わせた適正稼働が進んだ。

排出ｺﾞﾐの質確保を目標に迅速・効率的な
作業を強化する。

②ラインの性能を最適に引き出
　す作業工程・作業方法の追求

・最適化を目指す設備のカスタマイズ
・バリソードの最適な稼働
・人員配置の検証

・中間処理手順も見直して生産性向上に
　取組んだ。
・習熟度に合わせて配置変更した。

廃棄物によってはバリソードの使用はせ
ず、無駄の少ない作業を実施する。

③リサイクル物受入先の確保
・排出物に合わせた適正な受入先選定
・排出物の品質保持

・責任者が中心となって品質確認、
　受入先の発掘を継続的に行った。

受入量・受入品目、法改正等を考慮しなが
ら、優良再生先の発掘を継続する。

④施設担当者の選別能力向上
・担当者への継続的教育指導
・車両・重機等の資格取得（能力向上）

・経験の浅い担当者にOJT教育を強化し
　ており、成果は出てきている。

経験の浅い担当者へ、OJT教育中心の育成
を進める。担当の能力・意欲を考慮しなが
ら、配置転換や資格取得を進める。

①節水表示の推進
・ﾄｲﾚ使用時の大小使い分け
・蛇口をこまめにキチンと閉める
・漏水のチェック

・蛇口の閉め忘れ防止等節水に努めた。
・水道の検針票を参考に漏水のﾁｪｯｸを
　行った。

継続実施する。使用量が急に多くなったと
きは漏水のチェックを行う。

①交通事故の防止
・事故事例・ﾋﾔﾘﾊｯﾄを振り返り危険を認知
・責任者がドライバーの健康状況把握
・日常点検の適切な実施

・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの事故は6件発生し、不注意・
　確認不足が主な原因だった。交通事故
　への取組は成果が着実に見られる。

引続き事故事例、ﾋﾔﾘﾊｯﾄを十分に振り返
り、事故発生の際は原因を徹底究明して対
策が浸透するようにする。

②現場での破損事故の防止
・現場への入出、作業前、出発時の周囲確認
・バックは極力行わない
・決めたルールの遵守

・現場での事故は不注意、確認不足、作
　業動作不適であり、部の会議で継続的
　な安全対策の啓蒙が必要である。

天候や周囲状況を確認しての判断、周囲を
気遣う丁寧な作業、配車係による現場の事
前知識付与を再徹底する。

③工場での作業事故の防止
・決めたルールの遵守、危険個所への看板掲示
・事故事例の振り返り、危険個所の周知

・事故が1件発生したが、経験の浅い担
　当によるものだった。

経験の浅い担当者に事故リスクに関する指
導を徹底する。冬季、プラスチックが弾け
るので細心の注意をはらう。

①近隣住民、元請からの
　クレームを根絶

・解体前の近隣住民への説明を徹底
・低騒音・低振動重機の導入
・粉塵等飛散防止措置の実施 ・ﾃﾞｰﾀ管理整理
・解体時間帯の厳守　　　　 ・駐車場所の確認

・「カラーコーン、トラバー」で1件発生し
　た。現場がｽｸｰﾙｿﾞｰﾝで立入禁止資材が道
　路に投げられていたためで、今後、下請け
　と協議して現場ごとに対策を検討する。

外注先との情報共有、現場周囲の充分な確
認、危険が予見される場合の作業方法の随
時見直し、近隣住民への説明を十分に行
う。

取　組

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

産業廃棄物
リサイクル率の

向上

水使用量の削減

事故発生件数ゼロ

※自社工場内含む

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力使用量の
削減

化石燃料
消費量の削減

5.環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組

環境目標項目 取　組 取組内容

解体工事関連の
クレーム発生防止
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6．2023年度以降の環境経営目標

2023.9.25

基準値

2022年度 2023 2024 2025

 電力使用量

486,474 0.455

kWh／年

年間消費量

灯油 <L> 2.49

2,726

プロパン<Kg> 3.00

437

ガソリン　<L> 2.32

10,334

軽油　<L> 2.58

407,930

化石燃料合計
<Kg-CO2>

1,084,533

1,305,879

kg-CO2

※1 一般廃棄物排出量 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減

5.4

m3／年

 リサイクル率

1.0 2.0 3.0

水道使用量

610

㎥／年

0

件／年

0

件／年

※　年度表記は９月～８月の会計年度と同一期間を適用した。
※  基準値改定に関しては、新工場、新事務所の使用量増加分を勘案して決定した。
※1 「一般廃棄物排出量」の目標値は、秘密保持でｼｭﾚｯﾀｰごみの削減が難しいことから維持目標とした。

※　代表者の指示により、2023年度～2025年度の目標を設定。

600

1,073,709

m3／年以下

％改善

1,079,157

基準値に対して3.28％削減 基準値に対して4.92％削減

Kg／年以下

402,000

Kg-CO2／年以下 Kg-CO2／年以下

L／年以下 L／年以下

％／年以上

％改善

基準値に対し

m3／年以下

62.0% 63.0%

5.4

基準値に対し

％／年以上

404,000

※　二酸化炭素排出係数は平成30年度東京電力実績（調整後）の0.455kg/kWhを適用した。

件／年 件／年 件／年

5
解体工事関連の
ｸﾚｰﾑ発生防止

4 事故発生件数ゼロ
※自社工場内含む

3

0 0 0

0 0 0

件／年 件／年 件／年

水使用量の削減

㎥／年以下

590 580

㎥／年以下

※　化学物質は使用していないため目標設定はしていない。

60.0%

㎥／年以下

基準値に対し
0.47～1.6％削減

基準値に対し0.3％削減

№

％改善

m3／年以下

L／年以下

kg-CO2／年以下

5.4

Kg-CO2／年以下

産業廃棄物の
リサイクル率

向上

485,000

CO2
換算
係数

化石燃料
消費量
の削減

基準値に対し

L／年以下

環境方針・目標項目

年 度 目 標

2,700

L／年以下

61.0%

5.4

kg-CO2／年以下

1,283,618

作成年月日：

484,000

484,000

kWh／年以下

年度 年度

kWh／年以下

1,299,832

406,000

483,000

基準値に対し0.51％削減 基準値に対し0.71％削減

年度

L／年以下

L／年以下

基準値に対し
0.96～2.26％削減

基準値に対し
1.45～3.23％削減

430 428

10,200

2,680

10,100 10,000

基準値に対して1.64％削減

2

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

一般廃棄物
排出量

(事務所ｺﾞﾐ）
の抑制

電力使用
量の削減

1

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

％／年以上

L／年以下

1,293,929

L／年以下

2,660

1,063,853

426

kg-CO2／年以下

Kg／年以下 Kg／年以下

計（kg-CO2）
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７. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法令名 ／ 略称 適用範囲
遵守
状況

環境基本法 事業活動により環境の保全上支障の原因となるおそれのあるもの全般 ○

循環型社会形成推進基本法 廃棄物となることを抑制し、循環資源として再利用する事業活動 ○

地球温暖化対策推進法
（温対法）

温室効果ガスを排出する事業活動 ○

グリーン購入法 公表された再生品の購入 ○

自動車NOｘPM法 規制対象車両の購入・維持 ○

水質汚濁防止法 事故等により排出される有害物質 ○

土壌汚染対策法 事故等により排出される有害物質 ○

騒音規制法 指定地域内の特定工場、特定建設作業 ○

振動規制法 指定地域内の特定工場、特定建設作業 ○

廃棄物処理法 産業廃棄物の中間処理・収集運搬 ○

大気汚染防止法 解体等工事、特定建設材料 ○

資源有効利用促進法　（ﾘｻｲｸﾙ法） 使用済み物品等及び副産物発生の抑制、再生資源及び再生部品の利用 ○

容器包装リサイクル法 一般廃棄物 ○

家電リサイクル法 特定家庭用機器の収集・排出 ○

PRTR法（化管法） 第1種指定化学物質（石綿） ○

フロン排出抑制法 フロン類の回収・引渡 ○

労働安全衛生法 産業廃棄物の積込、選別作業、重機操作、解体工事 ○

消防法
少量危険物の貯蔵・取扱
指定可燃物の貯蔵・取扱

○

建築リサイクル法

解体工事
建設資材廃棄物
特定建設資材廃棄物
指定建設資材廃棄物

○

神奈川県環境条例 事業活動によって生じる環境負荷 ○

神奈川県生活環境の保全に関する
条例施行規則

特定自動車から排出される粒子状物質 ○

神奈川県生活環境の保全に関する
条例施行規則

騒音及び振動の防止 ○

愛川町環境基本条例 事業活動によって生じる環境負荷 ○

東京都環境基本条例 事業活動によって生じる環境負荷 ○

○ 環境関連法規等の遵守状況を確認して評価した結果、違反・訴訟はありませんでした。

　 尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去３年ありません。

○外部からの環境に関する苦情、要望についてはありませんでした。
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見直し実施日 （　■定期見直し　□臨時見直し　）

見直し対象期間

出　席　者

①環境関連法規の遵守状況　(環境法規制等一覧表による)
②環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況　(環境活動計画及び実施状況による）
③問題点の是正処置及び予防処置の結果　（是正措置・予防処置報告書による）
④外部からの環境に関する苦情等の受付結果　(社内情報共有システムによる)
⑤その他（法規制の動向や取引先の受入情報等）

【環境経営システムが有効に機能しているか】（①、②、③、④、⑤を踏まえて評価）

【環境への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

【環境経営方針】 変更の必要性　：　□有　　■無

【環境経営目標及び環境経営計画】 変更の必要性　：　■有　　□無　

【実施体制】 変更の必要性　：　□有　　■無

【総　　括】　(環境活動レポートに転記)

注）①定期的（少なくとも毎年1回）に実施すること。登録審査の場合は、臨時に行うこと。
　　②事業年度が終了したら、速やかに終了事業年度（登録審査の場合は登録の運用期間）の見直しをすること。
　　③事業内容の変更や重大な事故・不適合が生じた場合等の時は、臨時の見直しをすること。

 水使用量の削減 ○ ○
社員の節水意識も高まり目標を達成した。来期も節水に対する意識は継続的
に醸成していきたい。

 事故発生件数ゼロ

 解体工事関連の
クレーム発生防止

× △
今年度1件発生した。クレームの原因はカラーコーンが倒れたことによるが、
第三者の行為による可能性もある。現場に同じような危険がある場合は、下請
け業者と事前に十分に対策を検討する。

代表者による
見直し

変更の必要性
の有無・変更に
必要な具体的

指示事項

　 現在の環境経営方針は適切であり、変更の必要性はない。

   基準値については、第二工場（汚泥処理）の稼働、新事務所移転、従業員・外注作業員の増加、新
工場に係る営業・視察等の訪問増を勘案して変更する必要がある。

　　現在の実施体制は有効に機能しており、変更の必要性はない。

  EA21とＳＤＧｓにより、社員全員に環境と目標対実績に対する意識はかなり浸透してきている。厳しさが
増すリサイクル環境、新工場建設、事務所建替など変化を実感する１年であったが、会社一丸となって
業務に推進できた。今後も環境保全を経営方針とし、安全管理を重視するため「リサイクル率」「事故防
止」を重要項目として推進していく。
　各自の業務範囲を広げ、社員も増やす予定なので、「管理と育成」が不可欠であり、人材育成による
全体の底上げ、適切・迅速な業務運営、積極的に課題に取り組む社風を醸成したい。

活動計画
実施状況

目標・活動計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問題
点、次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

△
事故発生件数は前年を下回った。事故原因は不注意、確認不足が主なもの
だが、大きな事故になる可能性があった案件もあり、事故防止の指導を各部
で徹底する。

 廃棄物排出量の削減

×

前回の指示へ
の取組結果

　前回指示した「リサイクル率」「事故防止」ついて、「リサイクル率」は再生困難な廃棄物の受入が増加
傾向の中、効率的な作業を常に検討して活動したことで目標を達成したことは評価できる。「事故」につ
いては、前年度を下回ったが、確認不足・不注意が散見されるので継続的な意識付けを行っていく。

○ ○
取引先からの要望は複雑・多岐になり、リサイクル率低減の要因となってい
る。有効な提案により、可能な限りリサイクルできる処理に取り組んでいるが、
生産性も考慮すると今後も現状程度と予想される。

代表者による
評価

経営的観点

見直しに必要
な情報

 EA21・かながわSDGｓへの取り組みを通じて環境に対する意識は社内に浸透している。産廃は環境保
全に直接影響を及ぼすため、法規制を厳格に遵守して業務が実践され、中間処理施設に対する苦情
はない。法改正を含め経営課題が発生した際は、迅速な対応策の策定、取引先への説明など経営環
境システムは有効に機能している。

目標項目
目標達
成状況

 　 2022年　9月　1日　～　2023年 8月31日

　代表者、環境管理責任者、部門責任者

 二酸化炭素排出量
　　　　　　　　の削減

○ ○

８．代表者による全体の評価と見直し

2023年9月25日

受入処分量に応じて選別ラインを計画に稼働させ、電気使用量が抑制できた。軽油は
収集運搬量の増加で車両分は増えたが、重機の無駄のない使用で前期より微増でと
どまった。仮事務所の影響で灯油使用量が増え、取引先等への訪問頻度増でガソリン
も未達となったが、削減取組を徹底し、二酸化炭素排出量の目標は達成した。
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 【別紙1】

 　株式会社いづみの　許可一覧表 2023年8月30日現在

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性

 
残
さ

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

鉱
さ
い

が
れ
き
類

動
物
ふ
ん
尿

動
物
死
体

ば
い
じ
ん

１
３
号

動
物
系

 
不
要
物

中間処理
（破砕） 1 1 1 1 1 1 1 1 1

中間処理
（圧縮） 1 1 1 1 1 1 1

中間処理
（選別） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

中間処理
（混練） 1

収集運搬業 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1

積替え保管 1 1 1 1 2 2 1 2

東京都 1300012326 R2.12.24 R9.12.23 適合
収集運搬業
（積保なし） 4 7 3 6 6 5 1 1 1 1 1 3 5 4 2 4 1 1

千葉県 01200012326 R3.3.5 R10.2.24 適合
収集運搬業
（積保なし） 4 7 1 4 4 5 1 1 1 1 1 3 5 2 1

埼玉県 01102012326 R3.3.24 R10.2.29 適合
収集運搬業
（積保なし） 4 7 1 4 4 5 1 1 1 1 1 3 5 4 2 4

茨城県 00801012326 R3.6.29 R10.3.8 適合
収集運搬業
（積保なし） 1 7 1 4 4 5 1 1 1 1 3 5 1 2 1

群馬県 01000012326 R3.3.19 R10.3.18 適合
収集運搬業
（積保なし） 4 6 1 6 6 5 1 1 1 1 1 3 5 4 2

栃木県 00900012326 R3.2.24 R10.2.23 適合
収集運搬業
（積保なし） 4 7 3 6 6 5 1 1 1 1 1 3 5 4 2 4

静岡県 02201012326 R3.3.1 R10.2.29 適合
収集運搬業
（積保なし） 1 1 1 5 1 1 1 1 3 5 2

長野県 2009012326 R3.3.31 R10.3.30 適合
収集運搬業
（積保なし） 1 7 1 4 4 5 1 1 1 1 1 3 5 1 2 1

山梨県 01900012326 H30.3.10 R7.3.9 適合
収集運搬業
（積保なし） 4 7 3 6 6 5 1 1 1 1 1 3 5 4 2 1 4 1

宮城県 00400012326 R4.2.15 R9.2.14
収集運搬業
（積保なし） 1 5 3 3 3 5 1 1 1 1 1 3 5 1 2 1 1 1

愛収運第3号 R5.8.26 R7.8.25 -
一般廃棄物
収集運搬

愛処分第2号 R5.8.25 R7.8.25 -
一般廃棄物

処分

許可
自治体

 ●産業廃棄物の取扱い品目の数字は、次の条件等を示しています

　1：石綿含有産業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物・水銀含有ばいじん等なし　　　　　　2：石綿含有産業廃棄物を含む　　　　　　3：水銀使用製品産業廃棄物を含む
  4：水銀含有ばいじん等を含む　　　　　　5：石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含む　　　　　　6：水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を含む
  7：石綿含有産業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物・水銀含有ばいじん等を含む

許可
番号

許可
年月日

許可
期限

優良
基準

業種区分 取　扱　産　業　廃　棄　物

一般廃棄物（ごみ）

一般廃棄物（生ごみほか）

神奈川県 01422012326 R2.10.30 R9.10.29

神奈川県 01412012326 H29.7.31 R6.6.11 適合

適合

愛川町



選別施設

株式会社いづみの 第⼀⼯場 ＜破砕・圧縮・選別＞中間処理施設 処理⼯程図

第⼆⼯場
＜混練施設＞

受⼊

     破砕施設B

＜処理能⼒＞
62.9t/⽇(17時間)(紙くず単独の場合)
43.35t/⽇(17時間)(繊維くず単独の場合)
72.463t/⽇(17時間)(ゴムくず単独の場合)
216.33t/⽇(17時間)(⾦属くず単独の場合)
196.56t/⽇(17時間)(ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず･
           陶磁器くず単独の場合)
68.85t/⽇(17時間)(動植物性残さ単独の場合)
78.625t/⽇(17時間)(混合廃棄物の場合)

                圧縮施設
＜処理能⼒＞
廃プラスチック類
紙くず
⽊くず
繊維くず
動植物性残さ（乾燥物に限る。）
ゴムくず
⾦属くず         429t/⽇（24時間）

計量 粗選別

エプロンコンベヤー

⾃⾛式選別施設

サーマルリサイクル
マテリアルリサイクル

埋⽴処分
（安定型）
（管理型）

     破砕施設A
＜処理能⼒＞
4.1t/⽇(8時間)(混合廃棄物の場合)
3.9t/⽇(8時間)(廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類単独の場合)
3.5t/⽇(8時間)(⽊くず単独の場合)
4.8t/⽇(8時間)(がれき類単独の場合)

50cm以下投⼊ オーバーサイズ

品⽬ごと分別

＜処理能⼒＞ 燃え殻（混合物に限る。）、汚泥、廃プラスチック、紙くず、⽊くず、繊維くず、
       動植物性残さ（乾燥物に限る。）、ゴムくず、⾦属くず、ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず、
       鉱さい（混合物に限る）、がれき類、ばいじん（混合物に限る）        7,923t/⽇（24時間）

アンダーサイズ

⼿選別コンベヤー

吸引装置

磁⼒選別機 ジャンピングソーター

⾵⼒選別機磁⼒選別機 ジャンピング
     スクリーン

吸引装置

トロンメル分級

2023年10⽉30⽇ 現在

【別紙2】



株式会社いづみの 第⼆⼯場 ＜混練＞中間処理施設 処理⼯程図
2023年10⽉30⽇ 現在

集⽔タンク 下⽔道放流

汚泥受⼊

受⼊不可

凝集沈殿処理
凝集剤・中和剤

 混練施設

 ＜処理能⼒＞
 汚泥 2,400㎥/⽇（24時間）

※基準値超過物は、キレート材
（粉体、液体）を添加する。

再⽣利⽤

第⼀⼯場
＜選別施設＞

特別管理産業廃棄物

⾼含⽔汚泥

低含⽔汚泥

処理⽔

フロック

管理型処分場

⾼含⽔汚泥については
第⼆⼯場にて凝集剤・中和剤
を使⽤して低含⽔汚泥にした
後、第⼀⼯場にて異物除去・

粒度選別を⾏う。

⽔

PH調整機

サーマルリサイクル
マテリアルリサイクル

埋⽴処分
（安定型）
（管理型）

汚泥以外の
残さ物



【別 紙 ３】 収 集 運 搬 ・ 廃 棄 物 処 理 実 績
●収集運搬量

2022年 2023年 （単位：m3）

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
混合（管理型含） 2,654.4 2,292.8 2,134.1 3,251.7 2,048.3 2,007.8 2,815.7 2,389.4 2,199.2 2,264.6 2,176.1 2,133.6 28,367.7
がれき類 56.8 70.4 29.2 357.2 34.6 23.2 62.9 19.2 12.7 20.0 39.4 41.6 767.2
ガラス・陶磁器くず 1,013.1 1,139.7 1,198.0 1,151.7 1,016.7 1,047.0 1,052.6 942.1 973.0 878.3 769.6 734.0 11,915.8
金属くず 38.8 51.2 70.4 47.9 76.1 54.6 76.2 44.8 49.4 51.8 41.9 41.2 644.3
繊維くず 0.8 0.0 1.6 21.3 0.7 2.0 3.7 2.2 4.7 7.7 5.8 7.8 58.3
木くず 1,218.0 1,324.9 1,270.0 1,229.7 1,140.6 1,026.7 1,278.8 1,133.8 1,034.8 1,076.7 1,040.0 971.7 13,745.7
紙くず 592.2 615.9 687.9 697.1 659.8 659.5 746.6 616.3 547.1 646.3 518.1 469.6 7,456.4
廃プラスチック 1,642.3 1,717.7 1,828.4 1,831.3 1,786.1 1,523.1 1,786.9 1,475.6 1,361.4 1,496.0 1,318.5 1,289.6 19,056.9
廃蛍光管 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
廃乾電池 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
非飛散性アスベスト 3.6 13.5 17.5 3.0 4.0 6.0 10.5 6.0 8.0 5.0 8.0 15.0 100.1
廃油 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
汚泥 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0

合  計 7,220.0 7,228.1 7,237.1 8,590.9 6,766.9 6,351.9 7,833.9 6,629.4 6,190.3 6,446.4 5,917.4 5,704.1 82,116.4

● 受入処分量
2022年 2023年 （単位：m3）

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
混合（管理型含む） 5,112.9 5,895.1 4,834.3 6,200.0 5,197.3 5,255.0 7,022.2 6,118.8 6,150.8 5,785.3 5,758.0 5,109.5 68,439.1
がれき類 272.4 436.4 247.7 422.7 249.6 252.7 459.7 328.1 213.7 285.1 301.9 378.5 3,848.5
ガラス・陶磁器くず 1,327.1 1,485.4 1,440.9 1,226.9 1,380.2 1,324.7 1,421.5 1,247.2 1,212.0 1,214.2 1,053.1 1,095.7 15,428.9
金属くず 40.8 57.6 77.9 48.9 80.1 57.8 94.9 46.7 49.4 58.3 46.5 41.5 700.5
繊維くず 33.5 40.3 37.9 34.2 42.4 42.4 40.1 54.9 35.5 46.3 30.2 36.9 474.6
木くず 1,271.0 1,397.4 1,325.0 1,289.2 1,190.1 1,168.5 1,459.8 1,204.8 1,070.8 1,175.1 1,082.0 1,035.2 14,668.9
紙くず 595.7 623.9 697.4 699.1 660.8 689.5 748.6 618.8 548.6 643.8 527.6 473.0 7,526.8
廃プラスチック 1,905.3 1,930.9 2,037.0 1,878.1 1,944.9 1,744.8 2,453.5 2,445.3 1,556.4 1,731.9 1,555.7 1,527.3 22,710.9
廃蛍光管 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
廃乾電池 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
汚泥 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 60.0

合  計 10,558.6 11,867.0 10,698.1 11,799.0 10,745.3 10,535.4 13,700.3 12,064.6 10,837.1 10,940.0 10,415.0 9,697.6 133,858.1

●委託処分先への搬出量（中間処理後）
2022年 2023年 （単位：m3）

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
埋立物（安定型） 949.0 1,065.2 1,310.0 1,164.1 1,236.1 1,156.0 1,360.0 1,113.0 1,258.1 1,436.6 1,269.2 1,138.0 14,455.3
埋立物（管理型） 1,423.2 1,319.2 1,475.2 1,624.0 1,084.0 1,028.0 1,732.6 1,327.2 1,724.0 1,698.0 1,617.2 1,930.0 17,982.6
混合廃棄物（焼却） 34.0 17.5 24.5 8.0 17.0 17.0 25.0 24.5 16.5 24.0 16.0 59.0 283.0
廃プラスチック 318.0 380.0 255.0 283.5 244.5 283.5 353.0 322.5 318.0 327.0 312.8 303.3 3,701.1
紙くず 597.0 549.6 710.0 778.6 729.2 791.6 815.0 656.8 558.0 623.4 609.2 593.2 8,011.6
木くず 2,728.1 2,780.0 2,664.4 2,806.8 2,269.3 2,927.3 3,264.1 2,402.3 2,578.3 2,573.3 2,659.7 2,476.0 32,129.6
繊維くず 10.4 69.9 43.6 75.1 43.0 45.1 78.4 43.4 101.2 73.3 42.8 14.0 640.2
汚泥 0.0 269.0 301.0 820.0 708.0 0.0 224.0 153.0 40.0 0.0 60.0 0.0 2,575.0
金属くず 492.0 618.0 456.0 558.0 454.0 426.0 659.0 601.0 510.5 561.0 553.5 447.0 6,336.0
ガラス・陶磁器くず 815.3 882.0 864.0 912.8 808.0 811.5 926.5 630.3 750.8 893.5 627.5 722.8 9,645.0
がれき類 458.8 1,039.0 717.5 775.2 411.0 768.5 889.5 616.8 600.3 620.5 798.5 715.3 8,410.9

合  計 7,825.8 8,989.4 8,821.2 9,806.1 8,004.1 8,254.5 10,327.1 7,890.8 8,455.7 8,830.6 8,566.4 8,398.6 104,170.3

合計

合計

合計


